
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
上部に液体と粉体を投入する供給口を設け、下部に排出口を設けたケーシングの内部に回
転円盤を設け、該回転円盤により前記ケーシング内部を上部混練室と下部混練室に区分し
、かつ該回転円盤の上面にスクレーパを取り付け、かつ該回転円盤の下位置に該回転円盤
とは非接触状態で独立に回転する回転スクレーパを設けたことを特徴とする液体と粉体の
連続混練装置。
【請求項２】
前記ケーシング上部の供給口に、液体供給管の先端部と粉体供給管の先端部とを臨ませた
ことを特徴とする請求項１に記載の連続混練装置。
【請求項３】
粉体供給管が供給口に連結しており、液体供給管が粉体供給管内に位置していることを特
徴とする請求項２記載の連続混練装置。
【請求項４】
請求項１記載の連続混練装置の供給口に液体と粉体を連続的に投入し、該回転円盤を回転
させて液体と粉体を混合し、下部混練室に移動した混合物を該回転円盤より低速で回転す
る回転スクレーパにより混合するとともに掻き取って排出口から外部へ連続的に排出する
ことを特徴とする液体と粉体の連続混練方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
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【発明が属する技術】
本発明は液体と粉体の連続混練装置および連続混練方法に関し、さらに詳しくは液体と粉
体を連続的に混練したときの剪断発熱量が小さく、特に液状シリコーンポリマーや液状有
機ポリマーのような液状ポリマーに粉末充填剤を配合した組成物を製造するのに好適な、
液体と粉体の連続混練装置およびこの混練装置による液体と粉体の連続混練方法に関する
。
【０００２】
液状シリコーンゴム組成物は射出成形、圧縮成形等の成形用に供されるほか、接着剤、型
取り材、シーリング材、コーティング材等として種々の用途に供されている。この液状シ
リコーンゴム組成物は、架橋性の液状シリコーンポリマー、即ち、オルガノポリシロキサ
ンに補強性シリカ等の粉末充填剤を配合した粘稠性を有する混合物であって、上記のよう
な用途に供するときに充填剤の配合量が多く、あるいは、充填剤の増粘性が大きく、その
ため見掛け粘度の高い組成物を求められる場合がある。見掛け粘度の大きい液状シリコー
ンゴム組成物を製造するには、液状シリコーンポリマーに対して配合する粉末充填剤の分
散性を出来るだけ良くするように混練するとよい。従来、液体と粉体の混練を効率的に行
うことのできるコンパクトな構造の装置として、ケーシング内に上部混練と下部混練とに
区分する回転円盤を設け、その回転円盤の上面、下面、側面にスクレーパを固定した構成
からなる連続混練装置が提案されている（特公昭５３－３８８２８号公報や特公平２－２
６１０号公報参照）。しかし、ヒュームドシリカやカーボンブラックのような微粉末充填
剤の配合量が２０％前後もの高配合率になると、その混合物の見掛け粘度が高くなり、こ
れら従来の混練装置では剪断発熱量が著しく増大して、それ以上の配合が困難となり、ま
た、得られた混合物を冷却することなく硬化剤を配合することは不可能に近かった。また
、粉末が銀粉末のように 性に富むフレーク状の金属粉末であるときは、金属粉末が凝集
するので、事実上使用することができなかった。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
本発明の目的は、液体に大量の粉体を配合したり、増粘性の高い粉体を配合しても液体と
粉体の混練時の剪断発熱量を小さくすることができる、液体と粉体の連続混練装置および
連続混練方法を提供することにある。
【０００４】
【課題の解決手段とその作用】
上記目的は、上部に液体と粉体を投入する供給口を設け、下部に排出口を設けたケーシン
グの内部に回転円盤を設け、該回転円盤により前記ケーシング内部を上部混練室と下部混
練室に区分し、かつ該回転円盤の上面にスクレーパを取り付け、かつ該回転円盤の下位置
に該回転円盤とは非接触状態で独立に回転する回転スクレーパを取り付けたことを特徴と
する液体と粉体の連続混練装置および、該連続混練装置の供給口に液体と粉体を連続的に
投入し、該回転円盤を回転させて液体と粉体を混合し、下部混練室に移動した混合物を該
回転円盤より低速で回転する回転スクレーパにより混合するとともに掻き取って排出口か
ら外部へ連続的に排出することを特徴とする液体と粉体の連続混練方法により達成される
。
【０００５】
【発明の実施形態】
上記連続混練装置において、上部混練室に投入された液体と粉体は回転円盤上面で第１回
目の混練を受け、回転の遠心力と回転円盤上面に取り付けたスクレーパの作用で下部混練
室に移動して、該回転円盤とは非接触状態で独立に回転する回転スクレーパより第２回目
の混練を受ける。生成した混合物は回転の遠心力と回転スクレーパの作用で、排出口に移
動し、排出口から外部へ排出される。この下位置に設けられた回転スクレーパは、上位置
に設けられた回転円盤より低速度で回転させることができるので、液体と粉体の混合物の
剪断発熱量を低く抑えることが可能となる。
【０００６】
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本発明の連続混練装置と連続混練方法に供される液体としては、水、水飴、食用油、鉱油
、液状化合物、液状ポリマー等が例示される。液状ポリマーとしては、液状シリコーンポ
リマー、即ち、オルガノポリシロキサン、液状ポリブテン、液状ポリイソブチレン、液状
エポキシ樹脂、液状ポリウレタン、液状ポリエーテル等が例示される。これら液状ポリマ
ーは架橋性があってもなくてもよい。また、粉体としては小麦粉、そば粉、澱粉、魚粉、
木粉、セメント、石粉、金属粉、粉末充填剤、顔料が例示される。粉末充填剤としては、
ヒュームドシリカ、湿式法シリカ、珪藻土粉末、炭酸カルシウム粉末、カーボンブラック
、水酸化アルミニウム粉末、アルミナ粉末、銀粉末が例示される。液体、粉体ともに１種
だけ供給してもよく、２種以上を供給してもよい。
【０００７】
本発明の連続混練装置と連続混練方法は、粘性を有し、かつ粉体の配合によって更に粘性
を上げるような液体、特に液状シリコーンポリマーのような液状ポリマーに微粉末充填剤
を配合してなる硬化性液状ポリマー組成物、特には硬化性液状ゴム組成物を製造する場合
に有効である。以下、本発明を図面に基いて具体的に説明する。図１は本発明の一実施例
の連続混練装置の断面図であり、図２は図１のＡ－Ａ矢視による断面図である。
【０００８】
これらの図において、１６は連続混練装置本体である。連続混練装置本体１６の外殻を形
成する円筒状のケーシング１の上板１ａの中央に液体と粉体を受け入れる供給口２が設け
られ、 下部を倒立円錐状の傾斜面１ｂに形成し、その傾斜面１ｂに排出口
３を設けている。図示していないが、ケーシング側面に液状添加剤を受け入れるための別
の供給口があってもよい。また、連続混練装置本体１６の下部中央には円錐部１１が設け
られ、傾斜面１ｂとの間に環状のＶ溝底部を形成している。連続混練装置本体１６の供給
口２に粉体供給管５の下端が連結し、粉体供給管５内を貫通した液体供給管４の下端が臨
んでいる。液体は液体供給管４から供給口２に供給され、また粉体は粉体供給管５から供
給口２に供給される。
【０００９】
連続混練装置本体１６のケーシング１の内部には、供給口２に対面するように回転円盤６
が水平に設けられており、この回転円盤６によって、ケーシング１の内部が第１段目の混
練を行う上部混練室８と、第２段目の混練を行う下部混練室９とに区分されている。回転
円盤６は回転中心部で回転軸１２の上端に固定されており、回転軸１２は回転軸１４の内
壁に支持されてケージングの外側に延長している。この回転軸１２の下端にはプーリ１３
が固定され、プーリ１３には図示しない原動機から回転動力が入力されるようになってい
る。回転軸１２の回転数は、２００～４０００ｒｐｍの範囲が好ましい。回転円盤６はそ
の上面に３個のスクレーパ７が相互に等角度に取り付けられている。これらスクレーパの
数は、必ずしも図示したように３個ある必要はなく、１個以上の任意の数を設ければよい
。またスクレーパ相互に異なった大きさ、形状であってもよい。これらスクレーパ７は上
板１ａの下面に付着した液体と粉体の混合物を掻き取るとともに混練する。また、回転円
盤６の側面に１～６個のスクレーパが取り付けられてもよい。
【００１０】
回転円盤６の下位置には、これと接触することなく独立に回転する回転スクレーパ１０が
設けられている。回転スクレーパ１０の下方向に延長したスクレーパ部分は傾斜面１ｂに
沿って回転するので、ケーシング下部の傾斜面１ｂに付着した混合物を掻き取り、混合物
を混練し、排出口３から排出する作用をする。回転スクレーパ１０はその回転中心からス
クレーパ部分が相互に等角度に水平に３方向に延出しており、スクレーパ部分の外端部は
、傾斜面１ｂに沿って旋回する。図２ではスクレーパ部分が３方向に延出しているが、相
互に等角度であれば、２方向、４方向、６方向などであってもよい。回転スクレーパ１０
は回転中心で回転軸１４の上端に固定され、回転軸１４は軸受部１４ａに支持されてケー
シング１の外側に延長している。この回転軸１４の下端にはプーリ１５が固定され、この
プーリ１５に図示しない原動機から回転動力が入力されるようになっている。回転スクレ
ーパ１０の回転数は剪断発熱を抑えるために、回転円盤６の回転数の５～９５％の範囲が
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好ましい。
【００１１】
上述した連続混練装置において、回転円盤６とは接触せずに独立に回転する回転スクレー
パ１０を設けたことにより、供給口２から上部混練室８に流下してきた液体と粉体は、回
転円盤６上を半径方向外側に移動しながら、回転円盤６の遠心力とスクレーパ７の掻き取
り作用によって第１回目の混練を受ける。第１回目の混練を受けた混合物は、回転円盤６
の外周縁部から傾斜面１ｂに落下するとともに、回転円盤６の回転数より回転数の小さい
回転スクレーパ１０の下方向に延出したスクレーパ部分によって掻き取られ、混練され、
排出口３から外部へ排出される。したがって、この連続混練装置によると、液体に対する
粉体の配合量が多い場合や、増粘性の高い粉体を配合する場合であっても、その混合物は
外部排出用スクレーパによる剪断作用を受け難くいので、外部へ排出される混合物の温度
を低く抑えることができる。
【００１２】
【実施例】
［実施例と比較例］
室温で粘度４０，０００センチポイズの両末端ビニル基封鎖ジメチルポリシロキサン１０
０部に比表面積が１１０ｍ 2／ｇの疎水性ヒュームドシリカ（日本アエロジル社製、商品
名；アエロジルＲ－９７２）２０部を配合して液状シリコーンゴムベースを製造するにあ
たり、下記した本発明の連続混練装置と連続混練条件および、比較例の連続混練装置と連
続混練条件を使用した。得られた２種類の液体シリコーンゴムベースの排出時の温度を排
出口３で、熱電体温度計を使用して測定したところ、表１の結果が得られた。
この結果から、本発明の連続混練装置と連続混練方法によれば、比較例の連続混練装置と
連続混練方法に比べて、外部へ排出される混合物の温度を低くできることがわかった。
【００１３】
［本発明の連続混練装置］
構造：図１と図２に示すとおり。
回転円盤６の直径：３００ｍｍ
回転円盤６の回転数：１０００ｒｐｍ
回転スクレーパ１０の回転数：２００ｒｐｍ
供給方法：疎水性ヒュームドシリカ２０重量部を粉体供給管５から供給し、両末端ビニル
基封鎖ジメチルポリシロキサン１００重量部を液体供給管４から供給した。
［比較例の連続混練装置］
構造：図１と図２において回転スクレーパ１０がなく、回転円盤６の下面にスクレーパが
取り付けられた連続混練装置
回転円盤の直径：３００ｒｐｍ
回転円盤６の回転数：９００ｒｐｍ
供給方法：本発明の連続混練装置と同じ
【００１４】
【表１】
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【００１５】
【発明の効果】
上述したように本発明の連続混練装置は、ケーシング内を回転円盤により区分した下部混
練室内に回転円盤とは非接触状態で独立に回転する回転スクレーパを設けているので、回
転スクレーパの回転数を前記回転円盤より低速回転にすることにより、剪断発熱量が抑制
され、外部へ排出される混合物の温度を著しく低下させることが可能である。また、本発
明の連続混練方法によると、粉体と液体の混合時の剪断発熱量が抑制され、外部へ排出さ
れる混合物の温度を著しく低下させることが可能である。したがって、得られた混合物を
冷却するのに要する時間とエネルギーを低減することができる。得られた混合物をさほど
、あるいは冷却なくても架橋剤、硬化触媒、揮発性の添加剤などを配合することが可能に
なる。また、融点や軟化点が低い粉体であっても凝集や溶融させることなく混合すること
が可能であるという利点がある。
【００１６】
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の実施例の連続混練装置の縦断面図である。
【図２】　図１のＡ－Ａ矢視図である。
【符号の説明】
１　　ケーシング
２　　供給口
３　　排出口
４　　液体供給管
５　　粉体供給管
６　　回転円盤
７　　スクレーパ
８　　上部混練室
９　　下部混練室
１０　　回転スクレーパ
１１　　円錐部
１２　　回転軸
１３　　プーリ
１４　　回転軸
１５　　プーリ
１６　　連続混練装置本体
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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